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山形大学附属博物館，地域貢献のために  
一 特別展・公開講座報告 －  
森谷菜穂子・高橋加津美・丸山俊明  
（山形大学附属博物館）  
























































5を参照）に示した。その多くが10 日間程度の会  
期で，例年平均400人ほどの見学者を迎えている。  
本館の所蔵資料を中心に構成され，キャンパス内の  
一室で開催されるという場合が常であった1。   
ところが，平成19年度の特別展の開催は当館に  
－33－   





































写真1 平成19年度特別展導入部分   











写真2 平成20年度特別展初日  
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機会となった。   




b．平成21年度特別企画展   
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写真5 平成21年度  
特別企画展ポスター  
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メリットのある企画展となった4。   






















































写真7 平成21年度  
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写真8 平成21年度特別展，学生見学の様子  
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写真9 平成20年度公開講座，会場風景  
写真10 平成21年度公開講座，会場風景  
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※ なお，ここで報告した特別展・公開講座の様   
子は当館ホームページでも見ることができる。   
http：／／www．1ib．yamagata・u．aC．jp／museum／  註   
1会場は中央図書館1階会議室（当時）を使用。   
例外として，平成17年度はインフォメーショ   
ンセンターを会場とした。  
2博物館実習については下記の事例報告を参照。   
丸山俊明・森谷菜穂子・高橋加津美2009「キ   
ャンパス共通科目としての博物館実習」『山形   
大学高等教育研究年報』第3号，20～33頁．  
3平成22年3月，ボランティア第1号の石島庸   
男元山形大学名誉教授のご尽力によって古文   
書史料目録31号が刊行された。石島氏は平成   
21年11月にご逝去された。ここに記して感謝   
申し上げる。  
4 特別企画展終了後，雨宮教授のご好意でドロー   
イング作品1点が当館に寄贈されたこともここ   
に申し添える。  
5 特別展終了後，あるご遺族から出品作品1点が   
当館に寄贈されたこともここに申し添える。  
6 平成17年度（本学工学部米沢キャンパス），平   
成19～21年度以外は，中央図書館1階会議室   
（当時）を会場に開催した。  
7先進的な例として，北海道大学教育GP「博物   
館を舞台とした体験型全人教育の推進」といっ   
た例がある。  
QRコード（携帯サイト用）  
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図表1 ここ3年間の特別展の開催状況  




山に学び山を描く   作品展。本学地域教育文化学部の八木浩司教授の監修の  
一日本アルプス・ヒマラヤを中心に」  下，リー1形県郷土館文翔館（県生涯学習文化財団）との共  
12月1日（土）～12月23日（日）  催で開催された。  
月曜休館（月曜が祝祭日の場合は翌日休館）  l入場者数4，200人，記念講演223人シンポジウム230ノ」  
平成                                      9：00～16：30   記念講演 山形大学教養教育課外講座   
19年度  会場：文翔館ギャラリー5～8   11月30日（金）16：30～  




文翔館旧県会議事堂議場ホール   
「五百滞智也の世界part2   前年度に引き続き，文翔館との共同主催。Partlが日本  
五首澤智也が描くふるさとの山々」  アルプスやヒマラヤを中心にした作品の展示だったのに  
対し，県内の山々を中心に展示した。昨年度に引き続い   10月25日（土）～12月14日（日）  
月曜休館（月曜が祝祭日の場合は翌日休館）  
て会場は地元の観光・文化施設であり，そのことも多く  
9：00～16：30  の集客につながった。  
平成  
会場：文翔館 ギャラリー5～8   l入場者数6，643人，シンポジウム175人l  
20年度  





文翔館旧県会議草堂議場ホール   
「雨宮透作品展～キャンパスの風～」  平成20年度で地域教育文化学部を退職した彫刻家，雨宮  
平成  
透氏のドローイングを中心とした展覧会。学生と共にキ  
21年度  土日休館 8：45～17：00   
ヤンパス内の樹木を描いたものや，作家の代表作晶のモ  
（特別企画展）  会場：本学小白川図書館2階閲覧室  
チーフでもある貫頭衣を描いたものなど，彫刻2点を含  
入場無料   
めた合計21点を展示した。テレビ・ラジオなどで取り上  
げられ，県外からも来場者があった。l入場者数403人l  
「毒地社とその時代展」   大正11年，山形で若者たちを中心として結成された洋画  
11月9日（月）～20日（金）  グループ「毒地社」を紹介する展覧会。山形師範学校教  
平成      諭や山形高等学校の学生などがメンバーに含まれていた    8：45・17：00（土日は11：00開場，最終日   
21年度  は14：00まで）  ため，学内にも作品が残されていた。油絵を中心として  
会場：本学小白川図書館2階閲覧室  市内外から集められた作品23点が展示された。  
入場無料  
l入場者数528人l   
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図表2 ここ3年間の公開講座の開催状況  
タイトル・日程   
講義内容   
「山形美術館の傑作たち  ・「クールベ《ジョーの肖像》について」  
－6美術史蒙の競演」   （人文学部助教授 阿部成樹）  
11月4日（土），11日（土），  ・「ロダン《永遠なる休日の精》」  
18日（土）   （東北芸術工科大学芸術学部教授 篠塚千恵子）  
平成                        13：30～17：00   ・「椿貞雄《道》について」（地域教育文化学部助教授 小林俊介）   
18  受講者数：54（定員50名）  ・「ピカソ《マリー・テレーズの肖像》」   
年度  （東北芸術工科大学助教授 安単和彰）  
・「新海竹太郎作《聖観音像》について」  
（東北芸術工科大学助教授 長坂一郎）  
・「ピーチの憂愁‥リレノワール《桃》と静物画について」  
（人文学部教授 元木幸一）   
「山形美術館の傑作たち  ・「故郷の最上川を描く」（山形美術館館長 加藤千明）  
Part2」  ・「ミロの風景画」（東北芸術工科大学芸術学部准教授 安額和彰）  
平成  
・「蕪村の内なる芭蕉」（大学院理工学研究科教授 山本陽史）  
19  






（地域教育文化学部准教授 小林俊介）   
「山形美術館の傑作たち  ・「関西のあじわい」（地域教育文化学部教授 宮島新一）  
Pa王・t3」  ・「シャガール 夢と現（うつつ）」（人文学部教授 元木幸一）  
11月15日（土），   ・「人間・新海竹太郎の魅力」（山形美術館館長 加藤 千明）  
平成                      22日（土），12月6日（土）  ・「《サンタンリ村から見たマルセイユ湾》について」   
20  13：30～17：00   （人文学部准教授 阿部成樹）   
年度  受講者数：48（定員50名）  ・「筆先の魔術師葛飾北斎－《北斎漫画》を中心に」  
（大学院理工学研究科教授山本陽史）  
・「ルノワールの技法について」  
（地域教育文化学部准教授小林俊介）   
「美術館でアートに親しむ」   
・「彫刻に触れよう」（元地域教育文化学部教授 雨宮透）  
・「背面の美」（人文学部教授 阿部成樹）  
平成  11月28日（土），  ・「鮭をめぐる話」（地域教育文化学部准教授 小林俊介）   
21  12月5日（土），12日（土）          ・「山形城の杉板戸」（地域教育文化学部教授 宮島新一）   
年度   
13：30～17：00  ・「本を読む女」（人文学部教授 元木幸一）  
受講者数：54（定員50名．）       ・「山形美術館のコレクションの成り立ち」  
（山形美術館館長 加藤千明）   
－42－   
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S52  最上川渡し場歴史展   
S51  中条家文書展   
S50  羽州海藤楢下宿歴史展   
図表3 特別展タイトル一覧  
年度   特別展タイトル   
H21  毒地社とその時代展   
H21  雨宮透作品展～キャンパスの風～   
H20  五百滞智也の世界Paれ2「ふるさとの山々」   
H19  五首澤智也の世界Paれ1「山に学び山を描く」   
H18  美の再発見物語：山形大学編   
1学部部門1プロジェクト（山大文イ即オリサーチ・プ  
H18     ロジェクト）成果幸艮告展 「菊子と牡丹と風景と」   
H17  土よりいでしものたち   
1学部部門1プロジェクト（山大文化剰リサーチ・プロ  
H17  
ジュクト）成果報告罷「椿貞雄≪菊子う適地夏l≫を探る」   
H16  江戸時代の商い   
H15  江戸時代の旅いろいろ   
H14  明治の記憶一三島県令適格謝麻已念画帖をひもとく－   
H13  キャンパスのなかのカンヴァス   
H12  山大博物館のお宝   
Hll  人と動物は「いま‥・」   
HlO  古文書でたどる武士の世界   
H9  地図で見る山形   
H8  山形の地場産業と技術の流れ   
H7  郷土作家による和の様式美   
H5  日本の思想と美   
H4  花と文化   
H3  環境と生活   
H2  川と文化展   
Hl  山と生活展   
S63  食と文化展   
S62  光と生活展   
S61  水と文化展   
S60  中条家文書展   
S59  明治の山形   
S58  土と生活展   
S57  収蔵資料展   
S56  生活とエネルギー展   
S55  雪と生活展  S54  木の文化展  S53  最上徳内資料展  
※ 昭和45～49年度はノ」、規模展示のため昭和50年度以降  
の「特別展」と区別し，ここには挙げていない。  
※ 昭和56年度は小白川キャンパスと工・農学部の巡回展  
示を実施した。  
※ 入場者数の経年推移は図表5を参照。  
図表4 公開講座タイトルー覧  
年度   公開講座タイトル   
H21  美術館でアートに親しむ   
H20  山形美術館の傑作たち Part3   
H19  山形美術館の傑作たち Part2   
H18  山形対機首の傑作たち－6美術史家たちの辣寅   
H17  科学の創造・芸術の発明   
H16  商いの博物学・古銭からマネーゲームまで・   
H15  旅の博物学・観光，巡礼，渡り鳥・   
H14  やまがた・明治の風景を読み解く   
H13  20世紀をふり返る・科学と芸術の100年   
H12  愛と性の博物学   
Hll  人間と動物・新しい関係をさぐる・   
HlO  山形たんけん隊2   
H9  山形たんけん隊   
H8  山形の地場産業と技術の流れ   
H7  博物館に遊ぶ   
H5  日本の思想と美   
H4  花と文化   
H3  環境と生活・都市・   
H2  川と文化   
Hl  山と生活   
S63  食と文化   
S62  光と生活   
S61  水と文化   
S59  明治の山形   
S58  土と生活   
S57  博物館に学ぶ   
S56  生活とエネルギー   
※ 受講者数の経年推移については図表6を参照。  
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図表 5 特別展入場者数の推移  
特別展入場者数の推移  ■入場者数  






※ 年度はS…昭和，H・‥平成を表す。  
図表 6 公開講座受講者数の推移  
※ 年度はS・‥昭和，H‥・平成を表す。  
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